ハヤシ リクオ サン エ カンシャ ハヤシ リクオ キョウジュ タイニン キネンゴウ by 松浦 道夫 et al.
― 1 ―
林　陸雄さんへ感謝
学長　松　浦　道　夫
　林さんとは1959年に同期入学，そして今年同期退職という仲になりました。
彼は私より１歳上ですが，私が選択定年制で退職することから，同時になり
ました。これだけでは，ずっとともに仕事をしていたと誤解されるかもしれ
ませんが，彼が1990年に本学へ帰ってくるまで，別々の道を歩んでいたので
す。
　1963年に卒業するまでの学生生活の４年間のうち，後半の２年間で彼の存
在と個性を知り，彼の影響と支援を受けたと思っています。彼は陸上競技部
を創部し，新聞局を立ち上げました。大学創立当初は，何も無いときでした
ので，積極的に行動するも者には多面的に活動するチャンスが与えられ，鍛
えられて，多くのこが学べました。林さんは体育会のリーダー会議などの
折々に，さりげない発言で調整役を果たしてくれました。本人は主役になら
ないで，側面からうまく演出していたと私は感じていました。当時，数少な
い大人びた学生の筆頭でした。得がたい仲間でしたが，時にシニカルにさえ
思える陳ねた学生に見えました。
　卒業後，彼は八代学院高等学校教員になり，やんちゃな生徒相手に苦労し
ていました。そのうち，ウエイトリフティングに関心を持ち，練習に励む番
長とその仲間がいるので，私にコーチをよこしてくれと要請があり，長谷川
修一郎さんを連れて八代高校を訪問しました。生徒たちと先生方の歓迎を受
け，長谷川さんが教員の道へ進むきっかけになりました。番長もインターハ
イに入賞して，日体大に進学，後に副将になり，林さんの教育者，演出家と
しての一面が発揮されました。
　次の出会いは，彼が桃山学院短期大学教員として，苦労されていたときで
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した。本学の編入試験を受けるために，学生を毎年引率していたときです。
「林さん大変ですね」と声をかけると，いつもニコニコしながら，「できるこ
とは何でもしないと」と，学生たちへの思いやりがにじみ出ていました。そ
の後には，短期大学廃校に向けての作業で，短期大学の組合員からは，悪役
のレッテルを張られていたようでした。本学に就任されてからは，いくつも
の役をこなされて，専念義務を忠実に果たしておられました。目立たないこ
とですが，彼は陸上競技部の部長として，学生たちの強い信頼を得ていまし
た。かつての多様な経験が，学生たちの心を動かしたのでしょう。
　もう，このことは多くの方々の知るところですが，藤間繁義先生亡き後，
インドネシアワークキャンプの諸活動で随分努力されました。ボランティア
ビューロー連絡協議会委員長，キリスト教センター長として当然ともいえま
すが，本学のため，学生のため，インドネシアの子供たちのために，時と労
力を惜しまずに活動，指導されました。
　本学の国際交流は，協定校の拡大によって，よく知られるところとなりま
したが，スポーツ交流やボランティア活動も本学の国際交流には大切だと思
っています。成績上位者中心の国際交流では全学に広がりません。成績，学
力にこだわらないボランティア活動にも力を入れるべきです。
　昨年の50周年記念国際ワークキャンプは，良い試みであり，成功だったと
大方の声を聞いています。林さんのような地道な活動は，学生のための大学，
学生の面倒見の良い大学として，今，大学に求められているものです。彼の
仲間の先生方もたくさんおられ，何も心配はしていませんが，後に続く先生
方にぜひとも学生のための大学作りを期待しています。
　終わりに，桃山学院大学構成員の一員として，林さんに心から感謝します。
